
 

千葉県南総文化ホール指定管理者管理運営状況評価 

 

１ 概要 

（１）施設名等 

施 設 名 千葉県南総文化ホール 

指 定 管 理 者 公益財団法人千葉県文化振興財団 

指 定 管 理 期 間 令和３年４月１日から令和８年３月３１日まで（５年間） 

評 価 対 象 年 度 令和５年度 

第三者評価の有無（今回） 無 

施 設 所 管 課 環境生活部スポーツ・文化局文化振興課 

 

（２）施設の設置目的等 

設置目的 
県南部地域における文化芸術振興の拠点として、地域における文化活動支援や鑑

賞機会の拡充を図る。 

指定管理者が行う

業務の範囲 

① 文化活動のための施設の提供  

② 集会のための会場の提供    

③ 県民の文化芸術の振興を図るための事業の企画及び実施 

④ その他文化会館の設置の目的を達成するための業務 

 

（３）施設の運営状況 

年度 
利用者(人) 

  ※１ 

事業費等の内訳（千円） 

指定管理料

(A) 

その他維持管

理費(B)※２ 

使用料等県

収入 (C) 

県の収支 

(C-A-B) 

（参考） 

利用料金 

令和５ 81,146 153,547 6,050 37 △159,560 20,531 

（参考） 
令和４ 

58,014 152,610 1,903 273 △154,240 15,046 

※１ カウント方法：施設全体（大ホール、小ホール、練習室、大会議室、小会議室）の利用者数 

※２ 維持補修費、委託料、工事請負費、備品購入費（指定管理料に含まれているものを除く） 

 

２ 評価結果 

（１）管理運営状況評価 

評 価 項 目 評価 評 価 理 由 等 

管理業務

の実施状

況に関す

る事項 

施設の設置目

的・法令等の遵

守等 

 

Ａ 

千葉県立文化会館の設置及び管理に関する条例をはじめとする関

係法令を遵守した管理運営を行った。個人情報及びデータは適正

に管理されていた。県への定期的な報告、日常の相談や連絡等も

適切に行われた。 

安全性の確保 

 

 

Ｓ 

舞台・照明・音響設備については、事前の動作確認を行い、事故防止

の徹底を図った。舞台及び設備スタッフが高所作業にあたる際には、

労働安全衛生法の基準に則った、新規格のフルハーネス型安全帯と

ヘルメットを着用し、安全第一での作業を徹底した。また、日常的に

設備の状態を確認・補修するなど安全対策を図った。 

年２回の総合防災訓練では、津波を想定し、避難誘導や消火活動

などを内容とした訓練を実施した。県及び館山市の帰宅困難者一



時滞在施設に指定されており災害時の体制も整えているほか、国

民保護法に基づく避難施設に指定され、万一の際の対応を職員全

員で共有した。 

適切な管理運営 

 Ａ 

警備、清掃等は催し物の状況に応じて適切に実施されており、主催

者に対しては、イベント運営や舞台全般に対するきめ細かい助言を

行った。職員がサービス介助士の資格を有し、来所者の問い合わせ

や要望に迅速に対応するなど、あらゆる人が利用しやすい環境整備

に努めた。 

適切な財産管理 

Ａ 

舞台・照明・音響設備については、職員による日常点検と専門業者に

よる定期点検を計画的に行い、適切な維持管理を行った。施設内の

不具合を発見した際は、県に速やかに報告するとともに、場合に

応じて職員で対応するなど、適切に対処した。 

事業の企

画運営に

関する事

項 

事業の実施 

（必須事業） 

 

Ｓ 

令和5 年度は、当初計画していた 24 事業に 2 事業を追加した、計26

事業を予定し、予定した事業を全て実施することができた。 

千葉県誕生 150 周年記念事業として、「劇団四季」「スタニスラフ・ブー

ニン」 「ヴェロニカ・エーベルレ」などのトップアーティストによる芸術

性の高い公演を実施し、地域住民に質の高い文化芸術を鑑賞できる

機会を提供した。また、事業の実施にあたっては、公共施設、観光施

設、幼稚園等とも連携して、多様な事業を実施し、県南部地域の県民

に、文化芸術に触れ親しむ機会を提供した。 

サービスの向上 

自主事業 

地域の連携等 

Ａ 

誰もが利用しやすい環境を整備し、利用者からの要望に迅速に対

応するなど、サービスの向上に努めた。また、県立文化会館4館の

指定管理者となったことを活かし、4館の主催事業の情報が一元化

されたイベントカレンダーの作成や文化情報誌の発行、公演チケッ

トの4館取り扱いを行うなど、利便性向上を図った。近隣の公共施

設や教育機関、観光施設等と連携したアウトリーチ事業、地域の文

化団体によるギャラリー展示、市内小学校の社会科見学の受け入れ

等を通じて、地域との連携を深め、地域の方に親しまれる施設の

管理運営に取り組んだ。 

施設利用状況に関する事項 

Ａ 

利用人数、利用率、利用回数は、感染症影響前の平成30年度と

の比較において低下したが、いずれも前年度比では増加してお

り、利用状況は回復傾向にある。また、利用者や利用機会の拡大

を図るため、ＳＮＳやホームページなどの多様な媒体を活用した

広報を行うなど、利用促進に向けた取り組みを積極的に行った結

果、利用料収入は事業計画を上回った。 

管理運営体制 

Ａ 

施設を管理運営するために必要な組織、人員配置を整え、適切に

運営した。危機管理対策や事業企画、アートマネジメントなど、

様々な研修機会を設け、職員の能力向上に努めた。 

収支状況 

 
Ａ 

光熱費高騰による影響を受ける中、利用料金収入の増や経費の縮

減などに取り組み、黒字となった。 

利用者意見の反映 

利用者満足度 Ａ 

フロアーにアンケートボックスを設置し、利用者、来場者からの

意見に対して、迅速に対応した。施設全体の満足度では、「大変満

足」と「やや満足」で100.0％と高い満足度を得ている。 



総 合 評 価 良好 
各項目の合計点数 ２２点／３０点（７３％） 

各項目の評価点数の平均点 ２．２点 

 

（２）特記事項 

特に評価される点 

・トップアーティストによる芸術性の高い公演を実施し、地域住民に質の高い文

化芸術を鑑賞できる機会を提供した。 

・利用者が安全に安心して利用できる環境を整え、利用者の目線に立った質の

高いサービスを提供した。また、周辺市町や関係団体との連携を構築し、県南

部地域の県民に親しまれ、地域に根差した施設の管理運営に取り組んだ。 

・近隣の公共施設、観光施設、幼稚園等と連携し、アウトリーチ事業を実施する

など、県南部地域の県民に文化芸術に触れ親しむ機会を提供し、地域の文化

芸術振興に取り組んだ。 

次年度に向けて 

改善が望まれる点 
特になし。 

前年度評価で改善が望 

まれると指摘された点 

とその改善状況 

該当なし。 

 
（３）第三者評価におけるその他の意見 

第三者評価は実施していない。 
 


